
防
災
・
減
災
強
靱
化
な
ど
推
進

政
府
　

骨
太
の
方
針
骨
子
案

　
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

︵
議
長
・
石
破
茂
首
相
︶
は


日

２
０
２
５
年
度
予
算
編
成

方
針
な
ど
を
示
す
﹁
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
︵
骨

太
の
方
針
︶
﹂
の
骨
子
案
を
議

論
し
た

骨
子
案
に
は

防
災

・
減
災
・
国
土
強
靱
化
や
戦
略

的
な
社
会
資
本
整
備
の
推
進
を

盛
り
込
ん
だ

物
価
上
昇
に
伴

う
公
的
制
度
の
点
検
・
見
直
し

と
し
て

公
定
価
格
の
引
き
上

げ

官
公
需
の
価
格
転
嫁
に
取

り
組
む
考
え
を
示
し
た


　
骨
子
案
は
﹁
賃
上
げ
を
起
点

と
し
た
成
長
型
経
済
の
実
現
﹂

の
取
り
組
み
に
▽
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
賃
金
向
上
５

か
年
計
画
の
実
行
▽
地
方
創
生

２
・
０
の
推
進
▽
地
域
の
社
会

課
題
へ
の
対
応
▽
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ

の
推
進

な
ど
を
挙
げ
た

地

域
の
社
会
課
題
は
国
土
形
成
や

交
通

観
光

関
係
人
口
の
拡

大
に
対
応
し
て
い
く


　
骨
太
の
方
針
は
６
月
中
に
策

定
す
る
会
合
で
石
破
首
相
は


﹁
経
済
全
体
の
パ
イ
を
拡
大
す

る
中
で

力
強
い
賃
上
げ
モ
メ

ン
タ
ム
を
定
着
さ
せ

全
て
の

世
代
の
現
在
お
よ
び
将
来
の
賃

金
・
所
得
が
継
続
的
に
増
加
す

る
﹃
賃
上
げ
を
起
点
と
し
た
成

長
型
経
済
﹄
の
実
現
に
向
け
た

取
組
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し

た
い
﹂
と
述
べ
た
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適
正
企
業
に
は
証
明
書
発
行

労
務
費
・
賃
金
の

実

態

把

握

下
請
含
め
理
解
得
て
試
行
を

国交省
適正な労務費・賃金かどうか判断する目安
となる「目標金額」の考え方

※発注者の実態把握を通じて適正額が支払われていると
確認できた場合は「証明書」などの発行を検討
※実態把握や証明書の発行についてＩＣＴ・ＤＸを活用
し、効率的に実施できる方法・体制を構築 

労務費
公共工事設計労務単価から算出される
１時間当たりの労務単価（円／時間）
に実労働時間（時間）を乗じた以上の
金額

賃金
使用者が技能労働者へ支払う平均賃金
が、公共工事設計労務単価相当の賃金
であること

　
国
土
交
通
省
は
直
轄
工
事
で

試
行
す
る
労
務
費
や
技
能
者
賃
金
を
実
態
把
握
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て


日
開
い
た
有
識

者
会
議
で
学
識
者
や
建
設
業
関

係
者
の
意
見
を
聴
取
し
た

建

設
業
団
体
の
代
表
者
か
ら
は
元

請
や
下
請
が
試
行
に
取
り
組
む

メ
リ

ト
な
ど
を
問
う
声
が
あ


た

国
交
省
は

適
正
な
労

務
費
・
賃
金
を
支
払

て
い
る

と
確
認
で
き
た
場
合
に
﹁
証
明

書
﹂
を
発
行
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
と
説
明

例
え
ば
元

請
と
し
て

証
明
書
を
持
つ
下

請
を
施
工
体
制
に
組
み
込
む
こ

と
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
や
技
能

者
の
処
遇
確
保
に
つ
な
が
る
と

し
た


　
‖
１
面
参
照

　
有
識
者
会
議
﹁
発
注
者
責
任

を
果
た
す
た
め
の
今
後
の
建
設

生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
に
関
す
る
懇
談
会
﹂
の
﹁
建

設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
部
会
﹂

︵
部
会
長
・
小
澤
一
雅
政
策
研

究
大
学
院
大
学
教
授
︶
で
国
交

省
が
試
行
内
容
と
目
指
す
方
向

性
を
説
明
し
た

小
澤
部
会
長

は
冒
頭
﹁
賃
金
ま
で
把
握
す
る

と
い
う
踏
み
込
ん
だ
提
案
だ


こ
の
よ
う
な
施
策
が
担
い
手
確

保
に
は
必
要
だ
と
共
通
認
識
を

持
ち

そ
の
上
で
実
際
に
動
く

仕
組
み
と
す
る
に
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
議
論
し
た
い
﹂
と
呼
び

掛
け
た


　
試
行
に
際
し
労
務
費
・
賃
金

の﹁
目
標
金
額
﹂﹁
基
準
金
額
﹂

を
設
け
る
方
針
に
は

一
部
の

建
設
業
団
体
か
ら
﹁
元
請
と
し

て
２
次
以
下
の
下
請
に
は
直
接

の
関
わ
り
が
な
い
︵
賃
金
の
︶

基
準
金
額
を
下
回

た
時
に
元

請
の
責
任
に
な
る
と
困
る
﹂
と

の
意
見
が
あ

た

下
請
や
技

能
者
に
対
し
試
行
へ
の
協
力
に

理
解
を
得
る
た
め

ど
う
説
明

す
べ
き
か
問
う
声
も
あ

た


　
国
交
省
は

元
請
が
技
能
者

の
賃
金
を
直
接
確
認
す
る
必
要

は
な
く

発
注
者
が
発
行
す
る

証
明
書
を
有
無
を
確
認
す
る
だ

け
で
足
り
る
と
説
明

下
請
も

含
め
た
実
態
把
握
の
手
間
へ
の

懸
念
に
は

現
場
の
Ｋ
Ｙ
︵
危

険
予
知
︶
活
動
で
把
握
す
る
入

退
場
デ

タ
な
ど
を
有
効
活
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
と
し
た


　
国
交
省
は
維
持
管
理
な
ど
年

間
通
じ
作
業
員
が
変
わ
ら
な
い

工
事
や

鉄
筋
や
型
枠

足
場

な
ど
作
業
内
容
が
明
確
に
分
か

れ
る
工
種
が
あ
る
工
事
が
実
態

把
握
に
適
し
て
い
る
と
の
考
え

を
示
す

学
識
者
か
ら
は

試

行
へ
の
協
力
を
得
る
た
め
に
総

合
評
価
方
式
で
加
点
す
る
な
ど

の
イ
ン
セ
ン
テ

ブ
付
与
の
提

案
も
あ

た


　
目
標
金
額
か
ら
基
準
金
額
に

切
り
替
え
る
時
期
な
ど
は
明
確

に
し
て
い
な
い

ま
ず
は
現
場

の
実
態
把
握
を
続
け
な
が
ら
運

用
方
法
を
随
時
改
善
す
る

賃

金
の
目
標
金
額
は

確
認
結
果

を
基
づ
き
雇
用
条
件
も
考
慮
し

定
期
的
に
見
直
す
方
向

多
様

な
能
力
・
技
能
・
資
格
な
ど
を

持
つ
技
能
者
が
い
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
た
賃
金
設
定
も
検
討

す
る
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７
月
に
不
要
の
金
額
要
件
変
更

政
府

入
契
法
義
務

付
け
の
情
報
公
表

　
政
府
は
公
共
工
事
入
札
契
約

適
正
化
法
︵
入
契
法
︶
施
行
令

を
改
正
す
る
政
令
を

日
に
閣

議
決
定
し
た

公
共
発
注
者
に

義
務
付
け
て
い
る
情
報
公
表
の

金
額
要
件
を
見
直
す

予
定
価

格
が
少
額
の
場
合
に
選
択
で
き

る
﹁
少
額
随
意
契
約
﹂
の
基
準

額
が
４
月
１
日
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
を
受
け

こ
れ
を
参

考
に
設
定
し
て
い
る
情
報
公
表

を
不
要
と
す
る
予
定
価
格
も
引

き
上
げ
る


　
改
正
内
容
を
７
月
１
日
に
施

行
す
る

入
契
法
で
は
公
共
工

事
の
発
注
見
通
し
や
入
札
・
契

約
の
過
程
・
結
果
の
内
容
に
関

し
て
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
事
項
が
あ
る

情
報
公
表

を
不
要
と
す
る
予
定
価
格
は


国
と
都
道
府
県
・
政
令
市
で
従

前
が
２
５
０
万
円
以
下

こ
れ

を
少
額
随
契
の
基
準
額
と
同
じ

く
４
０
０
万
円
以
下
に
変
更
す

る
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労
務
費
・
賃
金
の
目
標
設
定

現
場
実
態

把
握
の
試
行

処
遇
確
保
生
産
性
向
上
へ
誘
導

国交省　
国
土
交
通
省
は
２
０
２
５
年
度
か
ら
直
轄
工
事
で
試
行
す
る
労
務
費
や
技
能
者
賃
金
の
実

態
把
握
で

適
正
額
の
確
保
を
促
す
観
点
か
ら
労
務
費
・
賃
金
の
﹁
目
標
金
額
﹂
を
設
定
す

る
方
針
だ

発
注
者
が
労
務
費
・
賃
金
の
支
払
い
状
況
を
確
認
す
る
際

適
正
さ
を
判
断
す

る
目
安
と
し
つ
つ

受
注
者
側
の
元
請
や
下
請
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
抑
制
や
生
産
性
向
上

技
能

者
の
処
遇
確
保
を
促
す
た
め
の
動
機
付
け
に
し
た
い
考
え
だ

ま
ず
は
受
注
者
に
任
意
で
協

力
し
て
も
ら
う
形
で
試
行
を
開
始

目
標
達
成
状
況
に
応
じ
将
来
は
﹁
基
準
金
額
﹂
と
し
て

受
注
者
に
順
守
を
求
め
る
仕
組
み
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る


‖
２
面
に
関
連
記
事

　
試
行
工
事
で
は
受
注
者
の
元

請
と

技
能
者
を
雇
用
す
る
下

請
に
▽
労
務
費
▽
賃
金
▽
労
働

時
間
｜
の
三
つ
の
デ

タ
を
発

注
者
に
提
出
し
て
も
ら
い
﹁
見

え
る
化
﹂
す
る


　
各
工
事
で
実
態
把
握
の
対
象

工
種
を
定
め
た
上
で

雇
用
主

の
下
請
は
賃
金
台
帳
上
の
技
能

者
の
賃
金
総
額
と
総
労
働
時
間

を
発
注
者
に
直
接
提
出

元
請

は
下
請
に
支
払

た
労
務
費

と

試
行
工
事
で
技
能
者
が
実

際
に
働
い
た
作
業
時
間
を
把
握

し
提
出
す
る

こ
れ
で
工
事
単

位
の
契
約
関
係
の
中
で
作
業
時

間
に
対
し
労
務
費
が

企
業
単

位
の
雇
用
関
係
の
中
で
労
働
時

間
に
対
し
賃
金
が
適
切
に
支
払

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
可

能
と
な
る


　
目
標
金
額
は
労
務
費
の
場

合

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

か
ら
算
出
し
た
１
時
間
当
た
り

単
価
に
現
場
で
の
作
業
時
間
を

乗
じ
た
金
額
以
上
と
す
る

設

計
労
務
単
価
を
ベ

ス
と
し
た

時
間
給
を
支
払
え
る
だ
け
の
労

務
費
の
確
保
を
前
提
に

元
請

な
ど
が
施
工
の
工
夫
で
生
産
性

を
向
上
さ
せ
作
業
時
間
を
縮
減

す
る
こ
と
に
イ
ン
セ
ン
テ

ブ

を
持
た
せ
る

賃
金
は

雇
用

主
の
下
請
が
技
能
者
に
支
払
う

賃
金
総
額
の
平
均
値
が
設
計
労

務
単
価
相
当
で
あ
る
こ
と
を
目

標
に
据
え
る


　
国
交
省
は
ま
ず
受
注
者
希
望

型
で
試
行
工
事
に
着
手

元
下

双
方
の
手
間
に
な
ら
な
い
効
率

的
な
実
施
方
法
に
随
時
改
善
し

な
が
ら
協
力
を
働
き
掛
け
る


適
正
な
労
務
費
・
賃
金
を
確
保

し
た
見
積
も
り
・
契
約
が
定
着

し

目
標
金
額
が
ほ
ぼ
達
成
で

き
る
状
況
に
な

た
段
階
で
基

準
金
額
に
切
り
替
え
る

発
注

者
指
定
型
で
強
制
力
を
持
た
せ

た
運
用
に
発
展
さ
せ
る


　
基
準
金
額
を
打
ち
出
す
前
の

段
階
で

積
算
上
の
歩
掛
か
り

・
経
費
が
現
場
実
態
と
合
わ
な

い
こ
と
が
あ
る
現
状
の
課
題
に

対
応
す
る
必
要
性
も
指
摘

見

え
る
化
し
た
デ

タ
に
基
づ
く

歩
掛
か
り
・
経
費
の
設
定
や
見

積
も
り
の
活
用
で
現
場
条
件
に

即
し
た
多
様
性
・
汎
用
性
あ
る

積
算
方
法
の
確
立
を
目
指
す
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